
▼︎�受験者数等推移（北海道）

北海道・札幌市
F i l e  N o. 01

▼︎�令和３年度　問題行動調査でのいじめの認知件数
と不登校児童・生徒数（北海道）

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 18,592 3,049 1,158
不登校（人） 3,234 7,348 1,013

求める教員像
・教育者として，強い使命感・倫理観と，子どもへの深い教育的愛情を，常に持ち続ける教員
・教育の専門家として，実践的指導力や専門性の向上に，主体的に取り組む教員
・学校づくりを担う一員として，地域等とも連携・協働しながら，課題解決に取り組む教員

出願期間
公開日　北海道：3月22日（水）　札幌市：3月27日（月）　 電子申請　4月7日（金）～5月2日（火）17：00
郵送　4月7日（金）～5月2日（火）〈簡易書留・消印有効〉

試験日程
1次試験　試験日　6月18日（日）　　合格発表日　7月21日（金）
2次試験　試験日　8月4日（金）～6日（日）　※札幌市は8月5日（土）・6日（日）　合格発表日　9月29日（金）

年齢制限 昭和39年4月2日以降に生まれた者

募集教科

〈北海道〉　［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史（地理，日本史，世界史），
公民（倫理，政治経済），数学，理科(物理，化学，生物，地学)，保健体育，音楽，英語，家庭，情報，農業 (生産，環境），工業（機械，電気

（電子・情報技術を含む），建築，土木，工業化学），商業，水産，看護，福祉　［特］（小）（中）［中］と同じ教科（高）［高］から農業（環境），
工業（電気（情報技術），建築，土木，工業化学），水産，看護を除く　［養］　［栄］　〈札幌市〉　［小幼］　［中高］北海道の［中］と同じ
教科　［高］北海道の［高］から農業，工業，水産，看護，福祉を除く　［特］（小）（中高）北海道の［中］と同じ教科　［養］　［栄］

特記事項

〈北海道〉■一般選考（地域枠）［小・中］志願者で日高，宗谷，オホーツク又は根室管内のいずれかに限って勤務できる者は，1次の
教職・一般を免除し，レポートを提出。■特別選考　●障がい者特別選考　必要に応じて適性検査及び実技検査の一部又は全部を
免除。●スポーツ・芸術特別選考　スポーツや芸術等で秀でた技能・実績を有する者は，1次を免除。2次は技能・実績に密接に関
連する実技を免除。●工業・水産特別選考［高］工業，水産志願者で規定の資格所有者は，1次の専門（Ⅰ）を免除。●社会人特別選
考［高］英語，工業，商業，水産，看護，福祉［特］自立活動志願者で規定の資格・実務経験を持つ者は，1次の専門を免除。英語は2
次の実技も免除。●現職教員特別選考　道内の公立学校以外の小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校，特別支
援学校に現に勤務する者で，令和6年3月31日時点で，出願しようとする受検区分における正規教員としての勤務が引き続き3年
以上となる者は，1次を免除。●登録辞退者等特別選考　令和2年度～4年度実施の北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考
検査の採用候補者名簿（北海道分）に登録された者のうち，登録又は採用を辞退した者は，1次及び2次の適性，教科等指導法，実
技を免除。●期限付教員特別選考　期限付教員で規定の勤務実績がある者は，1次及び2次の実技を免除。●退職教員特別選考　
過去に道内の公立学校の正規教員であった者で，規定の要件を満たす者は，1次を免除。●教職大学院特別選考　教職大学院を修
了した者又は令和7年3月31日までに修了予定の者は，1次を免除。〈札幌市〉■特別選考　●障がい者特別選考　必要に応じて
適性検査及び実技検査の一部又は全部を免除。●現職教員特別選考　道内の公立学校以外の幼稚園，小学校，中学校，義務教育学
校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校に現に勤務する者で，令和6年3月31日時点で，正規教員としての勤務が引き続き3
年以上となる者は，1次を免除。●臨時教員特別選考　札幌市立幼稚園，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校
で，常勤の臨時教員として規定の勤務実績がある者は，1次の教職・一般を免除。●前年度成績優秀者特別選考　令和4年度実施
の北海道・札幌市公立学校教員採用候補者選考検査で，2次で不合格になった者のうち，一定の基準を満たした者は，1次を免除。

面　積 83,422 ㎢
人　口 5,062,366人
道の花 ハマナス
道の木 エゾマツ
道の鳥 タンチョウ

受験者数 採用予定者数
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　〈教職教養〉は例年，五択形式で幅広い分野から出

題されており，今年度も同じような傾向であった。

　学習指導要領は総則を中心として毎年出題されて

いる。今年度は総則の「第1 小（中）学校教育の基

本と教育課程の役割」から主体的に学習に取り組む

態度等の理解を問う問題と，カリキュラム・マネジメ

ントに関する問題が出題された。また，道徳教育及び

道徳の時間の変遷に関する問題等も出題されている。

　教育原理（特別支援教育）のうち，特別支援教育

では障害のある子供の教育に関する制度改正に関す

る問題や，「新しい時代の特別支援教育の在り方に関

する有識者会議 報告」（2021年）に関する問題がみ

られた。

　生徒指導では，頻出の「生徒指導提要」（2022年）

から「第3章 チーム学校による生徒指導体制」が出

題された。このほか，「児童生徒の教育相談の充実に

ついて（報告）」（2017年）や「いじめの防止等のた

めの基本的な方針」（2017年）も出題されている。

　教育時事では，「改正教育公務員特例法に基づく公

立の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に

関する指標の策定に関する指針の改正等について（通

知）」（2022年）や「新しい時代の教育に向けた持続

可能な学校指導・運営体制の構築のための学校にお

ける働き方改革に関する総合的な方策について（答

申）」（2019年）が出題された。

　教育法規ではいじめ防止対策推進法が出題された。

　教育心理では分析心理学の創始者ユングに関する

問題がみられた。人物に関する理論とその特徴を広く

押さえたい。

　〈一般教養〉のうち，人文科学では国語（同音異字，

現代文読解）と英語（単語，文章読解）を中心した

出題となっており，今年度も同様であった。社会科学

では例年，世界史と日本史，時事に関する問題が多

いが，今年度は世界史と日本史，経済が出題された。

自然科学では数学（空間図形）や理科の各分野から

の出題が比較的多い。今年度は数学（その他）に加

え，理科では物理（力）や地学（太陽系と宇宙）が

出題された。

▶学習指導要領で必出の総則
▶生徒指導で頻出の改訂版「生徒指導提要」
▶�一般教養は人文科学（同音異字，現代文読解）と英語

2024年度（2023年実施） 筆記試験DATA
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